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平成２８年１０月 

『アスリート』              
                         院長メモ 

リオのオリンピックもやっと終わった。 

予想以上のメダルラッシュとやらで、患者さんも寝

不足の方が多かったようだ。 

メダルの数以上に驚いたのは、マイクを向けられ

た選手達の返答のなんと立派なことか。 

「国民の皆様の応援をいただいて・・・」 

「国の代表として、日の丸を背負って・・・」 「今まで応援してくれた方々に感謝・・・」 

中には霊長類最強女子（サルまで入れるか？？）といわれたレスリング選手の「金メダ

ルを取るのが当然なのに、日本の皆様にすみません。お父さんに叱られる・・・」といっ

たよくわからないコメントもあった。 

少なくとも私は、それほどの想いでテレビを見ていた訳ではなかったが、テレビの中で

は国をあげての大事件になっていて、少し戸惑うというか驚くというか、はっきり言うと

違和感しか残らなかった。マラソンの円谷選手が、メダルの重責に押しつぶされて自殺

したことを記憶している昭和生まれの私としては、運動選手をアスリートと呼ぶことに違

和感を感じると同時に、少々複雑な想いが交差するのである。 

その点、卓球の愛ちゃんは「本当に苦しいオリンピックでした。チームメイトに助けられ

た。」と涙ぐんだが「日本の皆様に申し訳ない。」とは一言も言わなかったし、テニスの

錦織君は「日本の為に戦えたことは楽しかった。」とサラリとしたコメントを残し次のツア

ーに向けて出発した。これでいいんじゃないの？とつい思ってしまう。 

若いアスリートの歯切れの良いコメントを聞いていると、昔の取り組み直後の相撲取り

がマイクを向けられての質問に「ゼーゼー、ゼーゼー、ドーモ」といった返事しか聞き取

れなかった時代が懐かしい。 
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※ 都合により変更になる場合がございます。 

ご了承願います。 

★ １０月 １日(土) 午後休診 

                岩手県医師会郡市会長 

                      会議出席の為 

★ １０月 ８日(土) 午後休診 

                岩手西北医師会会議 

                      出席の為 

★ １０月 ９日(日) 休日救急当番医 

○=休診日 ★=診療時間変更 

★ 

北欧のおみやげ屋  
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健康寿命  〜元気で長生きするために〜  

指導：日体大総合研究所 所長・東京大学 名誉教授 武藤 芳照 
    （日本医師会「日医ニュース：健康ぷらざ No.466」より抜粋） 


